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《交通》
・近鉄南大阪線「上ノ太子」駅から徒歩約 20 分 または金剛バスで「太子前」下車すぐ
・近鉄長野線「喜志」駅から金剛バス「太子前」下車すぐ

※混雑が予想されますので公共交通機関をご利用ください。

　周辺臨時駐車場（町民グラウンド）には限りがございます。
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主 催　太子聖燈会の会 ・ 協 力　叡福寺　西方院
《協力開催》
たいし聖徳市

両日とも
17：00～21：00
（太子和みの広場）
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《お問い合わせ》太子聖燈会の会事務局 （太子町観光・まちづくり協会内） ☎ 0721-21-1600

後　援　太子町　太子町教育委員会　大阪府　大阪観光局
　　　　華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会
　　　　近畿日本鉄道株式会社　（順不同）
協　賛　大阪南農業協同組合　たいし聖徳市
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※携帯電話の
　ご利用マナーに
　ご協力ください。
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「太子前」発

「上ノ太子駅前」行 「喜志駅前」行

①上ノ太子駅前行
②循環線（太：太子廻 葉：葉室廻）

いずれも
「太子前」で

下車

行き 帰り

近鉄南大阪線「上ノ太子」駅から徒歩 約 20 分 または金剛バスで「太子前」下車すぐ

近鉄長野線「喜志」駅から金剛バス「太子前」下車すぐ

※混雑が予想されますので公共交通機関をご利用ください。周辺臨時駐車場（町民グラウンド）には限りがございます。
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太子の教え「和をもって貴しと為す」を
「和」の文字で表現しています

野外ステージとふれあい交流広場

聖徳太子の五字ヶ峯伝承をもとに、5色の
瑞光を表現しています

金堂前では今年の干支である
「酉」を表現する予定です

毎月第3日曜に開催されている
「たいし聖徳市」が協力開催

叡福寺は、聖徳太子廟を守護するため
に、推古天皇により建立された香華所
が起源と伝えられています

叡福寺は、聖徳太子廟を守護するため
に、推古天皇により建立された香華所
が起源と伝えられています

聖徳太子の「和」の精神を尊び、太子町を訪れる人々の幸せを願うあかりが、
魅力あるまちづくりとまちの活性化につながってほしい。

そんな、太子町を愛する地域の人々の思いで始まった「太子聖燈会（たいししょうとうえ）」も今回で 10回目。
今年の春も、聖徳太子が眠る地を、1万燈の灯火（ともしび）が彩ります。

聖徳太子の「和」の精神を尊び、太子町を訪れる人々の幸せを願うあかりが、
魅力あるまちづくりとまちの活性化につながってほしい。

そんな、太子町を愛する地域の人々の思いで始まった「太子聖燈会（たいししょうとうえ）」も今回で 10回目。
今年の春も、聖徳太子が眠る地を、1万燈の灯火（ともしび）が彩ります。

※燈火のイメージは変更される場合があります。

西方院は、聖徳太子の 3人の乳母、月益姫・日益姫・玉照姫（そ
れぞれ蘇我馬子・小野妹子・物部守屋の娘とされる）が、太子
の冥福を祈るために尼となり創始したと伝えられています

西方院は、聖徳太子の 3人の乳母、月益姫・日益姫・玉照姫（そ
れぞれ蘇我馬子・小野妹子・物部守屋の娘とされる）が、太子
の冥福を祈るために尼となり創始したと伝えられています

悠久の流れや太子町マスコットキャラクター「たいしくん」を表現します

叡福寺会場の燈火カップ
ひとつひとつに、

ご協賛いただいた方 の々
「ひとこと」が添えられています。

たくさんの思いに、
太子聖燈会は支えられています。


